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ョ トウ 類 の 齢 期 ご と の mandible の 形態 を 観察 し た と ころ , どの 種 も 1 齢 で は 6 本 の 欠 歯 が 認め られ る の 
に 対し , 老 熟 幼虫 で は 切 歯 部 は 2 つの くぼみ を 持っ た な め ら か な 三角 形 に な る こと を 確認 し た . GODFREY 
(1972) は 北米 産 ヨ トウ ガ 亜 科 の 幼虫 の 研究 の 中 で 主 た に 上 記し た 終 齢 幼虫 の mandible の 形態 に より キョ 
トウ 類 を 1 群 と し て まとめ て いる . 

演者 の 調査 に お いて も キョ トウ 類 老 熟 幼虫 に 現れ る mandible の 形態 は コト ウ が ガ 亜 科 以 外 の 亜 科 で も る 観 
察 さ れず , 6 本 の 久 歯 を 備え た 状態 が 広範 な 種 で 認め られ た . こ うし た mandible の 形態 は ヤ ガ 科 に お ける 
原始 的 状態 で ある と 判断 され る . これ に 対し キョ トウ 類 の mandible の 形態 は 新 形質 状態 と 判断 され , キョ 
トゥ 類 の 固有 新 形 質 と 考え られ る . 

一 方 , キョ トウ 類 の 雌 の glandula sebacea の 形態 を 日 本 産 38 種 , 台湾 産 37 種 に つい て 調査 し た と ころ 
sac の 背面 ほぼ 中 央 か ら 1 対 の gland が 生じ る と いう 同様 な 形態 を 有する こと を 確認 し た . ョ トゥ ガ 亜 科 
以外 の 亜 科 で は sac を 有する も の は その 前 部 より 1 対 の gland が 生じ て お り , この 形質 状態 は ヤ ガ 科 に お 
ける 原始 的 状態 と 思わ れる . キョ トウ ゥ 類 の glandula sebacea の 形態 は 新 形質 状態 と 考え を られ, キョ トウ 類 
の 固有 新 形 質 と 判断 され る . 

以上 の 2 つの 固有 新 形質 より キョ トウ 類 は 単 系 統 群 で ある 可能 性 が 示唆 され る . 





10. ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 幼虫 に 見 られ る 地理 的 変異 高橋 真弓 (東海 ) 
ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ に は 3 亜 種 が あり , 主として 成虫 の 大 き さ , 期 形 , 斑紋 な どの ほか , 食 草 や 周年 経 

過 な ど に ゃ 一 定 の 地理 的 変異 が か みとめ ら る が , 幼生 期 の 形態 ・ 斑 紋 な ど に 関す る 変異 は ほとん ど 知 られ て 
いな い . ここ で は , 幼虫 な ど に 関す る いく つか の 形質 に 見 られ る 変異 に つい て 報告 する . 

① 卵 の 直径 : 房総 (千葉 県 ) 産 の も の は 1.32 mm 程度 で 1.36 - 1.37 mm の 原 名 亜 種 の も の より も 小型 で 
ある が , 1.24 mm の サト キマ ダラ ヒ カ ゲ より ゃ 大 刑 . 

② 1 齢 幼虫 頭 殻 の 幅 : 屋久 島 (鹿児島 県 ) 産 0.93 mm, 房総 産 0.98 mm, 原 名 亜 種 0.98-1.08 mm と な 
り , 成虫 の 大 き さ を 反映 する . サト キマ ダラ ヒ カ ゲ で は 0.89 mm. 

③ 1 齢 幼虫 頭 殻 の 暗色 横 帯 : 地 色 の 淡 褐 色 か ら 全 面 暗 褐 色 (黒色 ) と な る も の まで , 1 か ら 5 ま で の 5 段 
階 に 分 け , 産地 別に 調べ て みる と , 産地 に よっ て 暗色 横 帯 の 発達 程度 に 差 が 見 られ る . 同じ 静岡 県 で も 
伊豆 半島 の も の は 暗色 横 帯 が 発達 し , 天城 山 の も ゃ の に は 全面 暗 化 (段階 5) の も る の も 多く 見 られ た . 房 
総 の も ゃ の で は 段階 2ー 3 の も の が 多く , いわ ゆる 「 は ちまき 型 」 と な る . また , 卵 群 に よっ て は , 1 か 
ら 3 まで の 段階 の ゃ の を 含む こと と が ある の で , この 形質 は , 直接 的 な 環境 に よる も の で は な く , 遺伝 的 
な ゃ も の と 考え られ る . 

④2 - 4 齢 幼虫 の 背 線 : 房総 産 の も の に は , 背 線上 を 縦走 する 暗色 帯 が 各 節 末端 部 で 膨大 し , 「 串 だ ん ど 」 
の よう な 形 と な る 個体 が 多い . この 形質 も 遺伝 に よる も の と み ら れ , 房総 産 の きわ だ っ た 特徴 と いえ よ 
な 。 
以上 の 形質 の ほか に , 幅 の 期 部 の 暗色 斑 の 発達 程度 な ど に も ゃ 地域 に よる 変異 か ある よう だ が , 適当 な 方 

法 に よっ て 表示 する 必要 が ある と 思う ら . 


11. 風穴 に 生き 残っ た フタ スジ チョ ウ に つい て 美 ノ 谷 憲久 ・ 福 田 晴男 (関東 ) 

フタ スジ チョ ウッ (ANeptis 7 の 7272s) は 中 部 高地 及び 北海 道 の 広範 囲 に 連続 的 に 分 布 し , 関東 北部 か ら 東 北 
地方 に か け て は 離散 的 に 分 布 し て いる . 

演者 ら は , 既知 産地 で ある 日 光 戦 場 ヶ 原 奥 只 見 地方 か ら 離 れ た 位置 に ある , 福島 県 南会津 地方 帝釈 山地 
北 航 の , 風穴 と いう 特異 な 環境 において, 本 種 の 新しい 生息 地 を 発見 し た . 

風穴 地 一 帯 に は アイ ヅ シ モッ ケ が 生育 し て お り , 演者 ら は , その 樹 上 で 本 種 の 全 生育 段階 を 確認 し た . 
し た が っ て , アイ ヅ シ モッ ケ が 中 部 高地 と 同様 に , この 新 産地 に お いて も 本 種 の 食餌 植物 で ある こと が 明 
ら か に な っ た . 
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アイ ヅ シ モッ ケ の 生育 要因 と し て は , 風穴 地 一 帯 が 地 中 か ら 吹 き 出す 冷気 に より , 夏季 に お いて も 低温 
に 保 た れ て いる こと が 考え られ る . 

現在 の 調査 段階 で は , 演者 ら が 調査 し た 風穴 の 中 で , 本 種 の 生息 し て いな いも の も あり , 風穴 と 本 種 と 
の 依存 関係 に つい て 明確 化 で き な い が , 帝釈 山地 北信 に お いて は , 風穴 地 一 帯 以外 に 本 種 の 分 布 は 確認 さ 
れ て お ら ず , 本 種 と 風穴 と は , 深い 関係 に ある と 思わ れる . 

また , 例外 的 と 思わ れる が , 風穴 地内 に ホ ザ キシ モッ ケ が 分 布 し , そこ で 本 種 が 発生 し て いる 場合 も 確 
認 し て いる の で , つけ 加え て お く 。 

今後 , 継続 的 に 調査 を 行い , 本 種 と 風穴 と の 依存 関係 , 風穴 地 に お ける 本 種 の 個体 群 の 大 き さ , 風穴 地 
間 の 個体 群 の 関係 に つい て 詳し く 研究 し て いき た だ たい. 


12. Papilio bianor complex の 全 タ ン パ ク の 比較 と 数 種 酵素 に お ける 組織 特異 性 
小南 裕彦 ・ 山 口 修 ・ 住 吉 薫 (近畿 ) 

日 本 列島 に 生息 する カラ ス ア ゲ ^ 集 団 中 に は 多量 の 遺伝 的 変異 が 含ま れ て お りこ れ ら は 特に 隔離 小 集団 
に お いて は 遺伝 的 浮動 と あい まっ て 種 分 化 を 起こ と し て いる こと が 予測 され て いる . これ ら 問 題 の 一 端 を 調 
べ る た め に , 本 州 産 ・ 沖 縄 本 島 産 ・ 石 垣 島 産 の カラ ス ア ゲハ 雄 を 採集 し , 腹部 を 擦り 潰し た 全 上 澄み タン 
パク を 材料 に 解析 し た . SDS と メル カプ ト エ タ ノ ー ル で 処理 し サブ ユニ ッ ト に 分 離し た 後 12.5% の ポリ 
ァ ク リル アミ ド 電 気 泳動 で 分 子 量 に 従っ て 分 離し た . 染色 は コマ シー ブリ リア ント ブル ー お よび シル バー 
ステ イン で 行っ た . 合計 の バン ド 数 に 占め る 異な っ た ベンド の 割合 を 非 類 似 度 指数 (DI : Dissimilarity 
Index) と し て 定量 化し た . 本 州 産 と 沖縄 産 と で は 0.762, 本 州 産 と 石垣 産 と は 0.814, 沖縄 産 と 石垣 産 と で 
は 0.721 で あっ た . これ ら の 値 は , ミヤ マカ ラス アゲ へ と の 間 が 本 州 産 で は 0.829, 沖縄 産 で は 0.714, 石 
垣 産 が 0.722 で ある の で ほぼ 同一 で ある こと が わか る . また これ ら の 値 は , 同 地 域内 の 0.111, 0.143, 0. 
156 の 値 に 比べ る と 有意 に た か い . これ ら の 実験 結果 は カラ ス ア ゲハ の 上 記 集 団 間 で は 遺伝 的 分 化 が ミヤ 
マカ ラス と の 間 の も の と ほぼ 同 一 で ある こと を 示し て いる . 我々 が 先 に 示し た アイ ソ ザ イム 遺伝 子 を 用 い 
た 遺伝 的 距離 と も 同一 の 結果 が 得 ら れ た . 

同一 個体 の 胸部 と 腹部 か ら 抽 出し た タン パク の パタ ー ン は , し か し な が ら か な り 異 な っ て いた . 前 回 の 
遺伝 的 距離 の 推定 に も , 用 いた 組織 に より 異な っ た 結果 が 有り 得る か も 知れ な い の で , アイ ソ ザ イム に お 
ける 組織 特異 性 も 調査 し た . 

Mdh と Tox に は 組織 特異 性 が あり , Adh, Acph, Est-g, Est-8 は 同一 の パタ ー ン で あっ た . 平均 ヘ テ 
g 接合 体 率 は 胸部 で 0.370 で あり , 腹部 で は 0.328 で あり , 両者 の 間 に は 有意 な 差 は な い . 遺伝 的 距離 の 
推定 に は どちら の 組織 を 用 いて も ほぼ 同一 の 値 に な る 事 が 判る . 


13. 静岡 市 近郊 の チョ ウ 群 集 に お ける 人 里 種 優先 河端 政 一 (東海 ) 
チョ ウッ の 定量 調査 は 森下 (1967) の 京都 付近 の に 始ま り , その 後 各地 の 調査 か ら , 人 為 の 程度 に より 種 
類 組成 や 個体 数 か 変動 する こと が 知ら れ て いる (日 浦 , 1973, 1976 : 山本 , 1983). 静岡 市 近郊 の 調査 か ら , 
この 点 を 考察 し て みた い . 

調査 場所 と 方 法 

1 . 谷田 地区 (平地 農村 的 ), 日 本 平 の 北側 , 2.1 km, 水田 , 畑 , チャ ・ ミ カン 畑 , スギ ・ ヒ ノ キ 植 林 , 雑 
木 二 次 林 . 

2 . 平山 地区 (山村 的 ). 竜 爪 山 登山 口 , 3.4 km, 水田 な し , 畑 , チャ ・ ミ カン 畑 , スギ ・ ヒ ノ キ 植 林 , 雑 
木 二 次 林 . 

方 法 と し て は , 幅 10 m 内 の 種類 , 個体 数 を 数 える ベル トト ラン セク ト 法 に より , それ を 1 km あたり の 
「 月 平均 個体 数 」 と それ を 合計 し た 「 補 正 総 個体 数 」 に 換算 し た . 調査 期間 は , 前 者 で は 1970- 1972 年 , 
後者 で は 1973 - 1975 年 で あっ た . 
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